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外国語学習と異文化理解への手引き

《初修外国語》

「自由とは常に、違った考えを持つ人のための自由である」

――ひとりのドイツ人が遺したこの言葉は、グローバル化が進む時代に生きる私たちに
大切なヒントを与えてくれます。世界を知るためには、私たちは「違った考え」、さら
には「違った文化」を理解する「自由な」まなざしを持たなければなりません。そして
それは、世界の共通語である英語とは異なる外国語を学ぶことによってこそ開けてくる
視界なのです。さあ、「英語＋α」へのチャレンジを始めましょう！



岡山大学で学ぶ初修外国語

①ことばとの新たな付き合い方を学ぶ
初修外国語の学びは「何も知らない」状態から始まります。
だからこそ、そのことばを実際に使ってみる経験を重ねることで、「できる」ことが少しずつ増えていく楽しさを実感することができます。
語彙や文法を「覚える」だけの勉強から「使って慣れる」学びへ――初修外国語科目は「外国語との新たな付き合い方を学ぶ」場を提供します。

②多様な文化を理解するとともに、自分たちの文化や価値観を省みる視点を養う
言語のかたちは文化のかたち――新たな言語に触れることは、その言語を使って暮らす人々の文化や価値観を「体験」することにほかなりません。
そして、他者の文化を体験するからこそ、私たちはあらためて自分自身の価値観に気づくことができます。
初修外国語学習はそうした文化的「気づき」を育む学びです。

③多様な文化的背景を持つ相手と協働する姿勢を育む
岡山大学の初修外国語教育では、「正しく」話すこと以上に、相手を理解しようとし、自分の思いを伝えようとする姿勢を大切にします。

言語や文化の違いがあっても、伝えるために工夫し、対話を重ねることで、多様な人々と協働するための基盤を築きます。

ことばを学ぶことは、文化を体験すること。それを通じて、自分自身を発見すること。

● 岡山大学の初修外国語教育は次の３つの学びを大切にしています。

● 岡山大学では全学共通科目のなかの選択科目（言語文化科目）としてドイツ語・フランス語・中国語・韓国語の4ヶ国語を学ぶ
ことができます。

■1年生向け「初級1～4」

（100分×週1回，1学期につき1単位）

■月曜または木曜の学部指定時間帯に開講

■第1学期開始前に希望調査に基づくクラス分けを実施します。

第2学期以降はクラス分けはありません。

1学期と同じクラスで1年間継続的に学ぶことができます。

ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語



初修外国語のカリキュラム
●ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語には、1年生対象の科目として、各言語の基本的な仕組みと使い方を1年間かけて段階的に学ぶ
「初級1～4」、これに加えて会話練習もしてみたい人向けの「初級（会話）」（独・仏・中）が用意されています。

さらに、「初級」で学んだ知識・スキルのブラッシュアップを目指す2年生以上対象の「中級」、教室で学んだ言語を実地に使いながら
現地での生活を体験できる2～3週間の「海外研修」等、多彩な授業がそろっています。

事前クラス分け対象科目：
初修外国語科目の履修を希望する1年生は、「クラス分け希望調査」に参加し、
クラス分けで指定されたクラスを履修登録してください。第2学期以降はクラ
ス分けはありません。第1学期と同じクラスで、1年間学ぶことができます。

スタンダードな「初級」授業に加
えて、会話練習等もやってみたい
人向けのオプション科目です。2年
生以上も履修することができます。
事前のクラス分けはありません。

夏休み、または春休みの期間に実
施される2～3週間の短期留学プロ
グラムです。



初修外国語科目紹介
ドイツ語 Deutsch

ドイツ語は、英語と同じゲルマン語系の言語です。英語とはいわば血を分けた兄弟のようなもの。学習が進むにつれて皆さんは、その
英語との親近性とともに、ドイツ語独特の奥深さ、そして緻密で精巧な文のメカニズムの妙を体感していくことでしょう。まずはドイ
ツ語ならではの硬質な響きのカッコよさを存分に堪能しながら、その先に広がるドイツ語圏の豊かな文化に触れてみましょう！



初修外国語科目紹介
フランス語 Français

中世の長い期間をつうじてフランス語の単語が英語に流入したために、フランス語と英語には共通の単語が少なからずあります。ただ言
語の系統とすれば、フランス語はイタリア語やスペイン語等とともにロマンス語系のグループに属しています。この系統の言語はその文
法体系が互いに非常によく似ているばかりか、何より音の響きが魅力的です。そんなロマンス語系のフランス語にぜひ触れてみてください。



初修外国語科目紹介
中国語汉语

中国語は世界で最も話者の多い言語であり、簡体字と呼ばれる簡略化された漢字と独特の発音が特徴です。多少字体は異なるものの、文字からある
程度意味を推測できるということは、日本人が中国語を学ぶ上で大きな強みとなります。また、発音には「四声」と呼ばれる声調（高低のアクセン
ト）があり、同じ音でも四声によって意味が変わる面白さがありますし、四声がもたらす抑揚はまるで歌っているかのよう。美しい中国語の響きと、
数千年の歴史と文化を持つ中国語文化圏の世界を、一緒に楽しみましょう！



初修外国語科目紹介

韓国語한국어

韓国語は日本語と類型的にもっとも近い言語です。語順や文法的なところが類似しているので、最初のハードルであるハングルの読み
方と基本単語を覚えれば、韓国語に親しみを感じることができると思います。



言語文化入門科目紹介
●全学共通科目（言語文化科目）には、さまざまな国や地域の文化・社会・歴史を学びながら、それぞれの文化圏に特徴的な表現やコミュニ
ケーション様式に触れることができる「言語文化入門科目」（全学年対象）も開講されています。世界の多様な文化に触れてみたい人におす
すめです！

フランス語圏

第1学期 木曜5・6限
「フランス概論（言語と歴史）」

第2学期 木曜5・6限
「フランス概論（言語と文化）」

スペイン語圏

第1学期 月曜7・8限
「スペイン語圏の文化と社会（スペイン）」

第2学期 月曜7・8限
「スペイン語圏の文化と社会（ラテンアメリカ）」

第3学期 月曜7・8限
「スペイン語圏の文化と社会（スペイン）」

第4学期 月曜7・8限
「スペイン語圏の文化と社会（ラテンアメリカ）」

ロシア語圏

第1学期 木曜5・6限
「演劇から見るロシアの人々（ロシアの社会と演劇）」

第2学期 木曜5・6限
「演劇から見るロシアの人々（ロシア演劇を読み解く）」

第3学期 木曜5・6限
「物語から見るロシアの人々（ロシアの歴史と物語）」

第4学期 木曜5・6限
「物語から見るロシアの人々（ロシアの物語を読み解く）」

イタリア語圏

第1学期 木曜7・8限
「イタリアの社会と言語から日本を考える」

第2学期 木曜7・8限
「イタリアの教育と言語から日本を考える」

第3学期 木曜7・8限
「イタリアの食文化と言語から日本を考える」

第4学期 木曜7・8限
「イタリアの芸術と言語から日本を考える」

＊「言語文化入門科目」は原則として抽選科目となります。
履修を希望する人は、所定の期間に抽選登録を行ってください。



異文化学習への誘い
●ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語にはバラエティー豊かな異文化学習プログラムが用意されています。教室で学んだ言語を実地に

使って、さまざまな国の人たちと交流してみましょう！



初修外国語カフェをのぞいてみませんか？
●ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語では、岡大生と留学生との交流の場として、週1回「初修外国語カフェ」を開催しています。

放課後のひととき、ゆったりとくつろぎながら、文化交流を楽しんでみませんか？ 興味のある方はぜひのぞいてみてください。

本パンフレットおよび初修外国語科目に関するお問い合わせ
岡山大学教育推進機構外国語教育部門
由比俊行（Toshiyuki YUI） E-mail: yui1224@okayama-u.ac.jp


